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運用報告書（全体版） 
第126期（決算日 2023年５月15日）第128期（決算日 2023年７月18日）第130期（決算日 2023年９月15日） 

第127期（決算日 2023年６月15日）第129期（決算日 2023年８月15日）第131期（決算日 2023年10月16日） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり）」は、2023年10月16日に第131期の決算を行ないま
したので、第126期から第131期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 2012年11月21日から2027年10月15日までです。 

運 用 方 針 

主として、日本を除くアジアの社債を主要投資対象とする投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益証券（振

替投資信託受益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます。）の一部、またはすべて

に投資を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

「アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット）」受益証券 

「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券 

上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として基準価額水準、市況動向などを勘案

して分配を行なう方針です。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 

＜641871＞ 

アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 



品 名：90002_641871_131_03_アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり）_985303.docx 

日 時：2023/11/24 14:35:00 

ページ：1 

 

－ 1 － 

アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

J P モ ル ガ ン  ア ジ ア ･ ク レ ジ ッ ト ･ 
インデックス(社債、円ベース、円ヘッジ) 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

102期(2021年５月17日) 6,229 30 0.4 136.74 0.9 － 98.5 5,302 

103期(2021年６月15日) 6,209 30 0.2 137.32 0.4 － 98.5 5,240 

104期(2021年７月15日) 6,151 30 △0.5 137.32 0.0 － 98.5 5,137 

105期(2021年８月16日) 6,053 30 △1.1 136.77 △0.4 － 98.5 4,998 

106期(2021年９月15日) 6,052 30 0.5 137.05 0.2 － 98.5 4,943 

107期(2021年10月15日) 5,660 30 △6.0 131.40 △4.1 － 98.4 4,602 

108期(2021年11月15日) 5,582 30 △0.8 131.83 0.3 － 98.5 4,477 

109期(2021年12月15日) 5,624 30 1.3 132.25 0.3 － 98.6 4,448 

110期(2022年１月17日) 5,481 30 △2.0 128.40 △2.9 － 98.6 4,254 

111期(2022年２月15日) 5,370 30 △1.5 127.60 △0.6 － 98.5 4,135 

112期(2022年３月15日) 5,043 30 △5.5 120.41 △5.6 － 98.5 3,857 

113期(2022年４月15日) 5,035 30 0.4 121.93 1.3 － 98.5 3,799 

114期(2022年５月16日) 4,925 30 △1.6 119.44 △2.0 － 98.6 3,696 

115期(2022年６月15日) 4,825 30 △1.4 117.34 △1.8 － 98.5 3,565 

116期(2022年７月15日) 4,619 30 △3.6 114.72 △2.2 － 98.5 3,384 

117期(2022年８月15日) 4,605 30 0.3 115.06 0.3 － 98.2 3,336 

118期(2022年９月15日) 4,557 30 △0.4 114.48 △0.5 － 98.5 3,222 

119期(2022年10月17日) 4,340 30 △4.1 109.48 △4.4 － 98.5 3,054 

120期(2022年11月15日) 4,301 30 △0.2 109.24 △0.2 － 98.4 2,985 

121期(2022年12月15日) 4,462 30 4.4 115.33 5.6 － 98.5 3,046 

122期(2023年１月16日) 4,516 30 1.9 117.72 2.1 － 98.6 3,055 

123期(2023年２月15日) 4,480 30 △0.1 117.47 △0.2 － 98.5 3,006 

124期(2023年３月15日) 4,409 30 △0.9 116.25 △1.0 － 98.5 2,946 

125期(2023年４月17日) 4,382 30 0.1 116.75 0.4 － 98.8 2,910 

126期(2023年５月15日) 4,318 30 △0.8 115.80 △0.8 － 98.5 2,858 

127期(2023年６月15日) 4,257 30 △0.7 114.94 △0.7 － 98.5 2,798 

128期(2023年７月18日) 4,189 30 △0.9 114.33 △0.5 － 98.6 2,745 

129期(2023年８月15日) 4,081 30 △1.9 112.56 △1.6 － 98.5 2,664 

130期(2023年９月15日) 4,013 30 △0.9 111.75 △0.7 － 98.5 2,568 

131期(2023年10月16日) 3,942 30 △1.0 110.43 △1.2 － 98.5 2,507 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 参考指数は、JPモルガン アジア・クレジット・インデックス（米ドルベース）を対円でヘッジし、円換算したものです。なお、設定時

を100として2023年10月16日現在知りえた情報に基づいて指数化しています。 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

J P モ ル ガ ン  ア ジ ア ･ ク レ ジ ッ ト ･ 
インデックス(社債、円ベース、円ヘッジ) 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率 

第126期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2023年４月17日 4,382 － 116.75 － 98.8 

４月末 4,369 △0.3 116.22 △0.5 98.7 

(期  末)      

2023年５月15日 4,348 △0.8 115.80 △0.8 98.5 

第127期 

(期  首)      

2023年５月15日 4,318 － 115.80 － 98.5 

５月末 4,241 △1.8 114.25 △1.3 98.5 

(期  末)      

2023年６月15日 4,287 △0.7 114.94 △0.7 98.5 

第128期 

(期  首)      

2023年６月15日 4,257 － 114.94 － 98.5 

６月末 4,240 △0.4 114.69 △0.2 98.5 

(期  末)      

2023年７月18日 4,219 △0.9 114.33 △0.5 98.6 

第129期 

(期  首)      

2023年７月18日 4,189 － 114.33 － 98.6 

７月末 4,154 △0.8 113.72 △0.5 98.8 

(期  末)      

2023年８月15日 4,111 △1.9 112.56 △1.6 98.5 

第130期 

(期  首)      

2023年８月15日 4,081 － 112.56 － 98.5 

８月末 4,043 △0.9 111.58 △0.9 98.5 

(期  末)      

2023年９月15日 4,043 △0.9 111.75 △0.7 98.5 

第131期 

(期  首)      

2023年９月15日 4,013 － 111.75 － 98.5 

９月末 3,977 △0.9 110.52 △1.1 98.3 

(期  末)      

2023年10月16日 3,972 △1.0 110.43 △1.2 98.5 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○運用経過 (2023年４月18日～2023年10月16日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびJPモルガン アジア・クレジット・インデックス（社債、円ベース、円ヘッジ）は、作成期首（2023年４月

17日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） JPモルガン アジア・クレジット・インデックス（社債、円ベース、円ヘッジ）は当ファンドの参考指数です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、日本を除くアジアの社債を主要投資対象とする投資信託証券に投資を行ない、イ

ンカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行なっております。実質外貨建資産については、為替変

動リスクの低減を図るため、原則として為替ヘッジを行なっております。当作成期間中における基準価額の主

な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・投資債券からインカム収入を得たこと。 

 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

＜値下がり要因＞ 

・経済成長の勢いが弱まるなか、中国政府は2023年の国内総生産（ＧＤＰ）目標である「５％程度」の経済成

長率を達成することが出来るのかという疑問が生じたことが、中国の社債に対する大きな重しとなったこと。 

・米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）がフェデラルファンド（ＦＦ）金利の誘導目標を長期間高い水準に維持

するとの懸念が生じたことが債券利回りの上昇圧力となるなか、米国国債利回りが大幅に上昇（債券価格は

下落）したこと。 

 

 

（債券市況） 

当期間のアジアの社債市場は、主に中国の社債が軟調に推移したことを受けて不安定な動きとなりました。

期間の初め、中国の景気回復の持続性を巡る懸念や、米国の金融政策に対する不透明感などが重なり、市場心

理を圧迫しました。米国のデフォルト（債務不履行）の可能性や米国地方銀行を巡る緊張再燃に対する懸念な

どを受けて、リスク選好意欲が弱まりました。中国の経済指標や信用関連指標が市場予想を大幅に下回り、同

国の経済成長の勢いが急速に減速していることが示されると、信用スプレッド（利回り格差）は徐々に拡大し

ました。 

米国の債務上限を巡る交渉が合意に近づくにつれて、市場心理は好転し信用スプレッドは縮小に転じまし

た。その後は、中国の政策当局が大規模な景気刺激策を講じるかもしれないとの思惑が強まるなか、信用スプ

レッドは大幅に縮小しました。中国の景気回復の勢いが引き続き失速していることを示唆する経済指標が発

表されるなか、中国政府は経済成長を再び支援する姿勢を打ち出しました。しかし、政府の景気刺激策は市場

の期待を下回り、中国の不動産セクターで新たなデフォルトが発生したことなどから、リスク選好意欲は弱ま

りました。 

2023年７月末に、中国共産党中央政治局は、中国経済が「新たな困難と課題」に直面していることをようや

く認め、景気の下振れリスクを緩和し問題を抱える不動産セクターを支援するために、より強力な景気刺激策

を打ち出すことを示唆しました。これを受けて、中国のリスク資産が急上昇しました。しかし、一部の中国

シャドーバンキング関連の信託商品による支払い遅延の報道や、中国の経済成長を回復させるために導入し

た各種政策手段が今のところ効果を発揮していないことが経済指標で示されたことなどを受けて、信用スプ

レッドは再び拡大基調に転じました。これを受けて、中国人民銀行（ＰＢＯＣ）はいくつかの主要政策金利を

引き下げ、中国政府は景気浮揚と投資家の信頼感回復を目的とした追加措置を発表しました。しかし、政策当

局は対象を絞った措置に固執したことから、市場心理は引き続き低迷しました。８月末にかけて、政策当局は

より大胆で明確な不動産緩和策を発表しました。具体的には、初回住宅購入者の定義を拡大し、初回および２

回目の住宅購入者に適用される頭金の最低要件を引き下げたほか、既存の住宅ローン金利も引き下げました。

市場はこの全国規模の措置を好感し、中国の不動産関連の社債が大幅に上昇しました。その後発表された中国

の経済指標や信用関連指標において景気回復のいくつかの兆候が確認されたことなども、前向きなリスク選

好意欲を一段と下支えしました。しかし、こうした明るい材料は、原油価格の上昇に伴なう持続的なインフレ

に対する懸念によって一部相殺されました。その後は、ＦＲＢがＦＦ金利の誘導目標を5.25％～5.50％に据え

置いたものの、米国連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）参加者による政策金利見通し（ドットチャート）を通じ

てタカ派（景気に対して強気）的なシグナルを発信したことから、市場の関心は米国金利の上昇に集まりました。 

そのほか、2023年上半期のアジアの企業決算では、コロナ禍後の正常化が引き続きアジアの企業に恩恵をも

たらすなか、アジアの企業の信用ファンダメンタルズ（基礎的条件）は堅調であることが示されました。国境

を越える旅行の再開は、小売業やサービス業、およびホスピタリティ関連産業に恩恵をもたらしています。銀

投資環境 
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行業界では、高い金利水準が純金利マージン（ＮＩＭ）を拡大させることで銀行の収益性が改善しており、不

良債権の発生状況も引き続き低位で推移しています。コモディティ業界では、資源価格が高騰するなか、資源

会社は長年にわたる債務削減を経て、健全なバランスシートと流動性を確保しました。これらの明るい材料が

あったにもかかわらず、好調な企業決算に対する反応はセクターによってまちまちでした。中国の不動産開発

企業については、資金調達能力の弱さや内需の落ち込みが引き続き重しとなった一方、テクノロジー・メディ

ア・通信（ＴＭＴ）セクターの一部の銘柄は、需要が引き続き低迷していることを受けて軟調に推移しました。 

中国やマカオの社債の信用スプレッドは、中国経済の減速が及ぼす悪影響を市場が懸念するなか、極めて軟

調に推移しました。一方９月には、主要新興国債券指数にインド国債が組み入れられると報じられたことを受

けて、インドの社債に対する需要が高まりました。 

当期間、ＦＲＢが政策金利を長期間高い水準に維持するとの懸念が債券利回りの主な上昇要因となり、米国

国債利回りは上昇しました。ＦＲＢは合計で0.50％の利上げを実施し、ＦＦ金利の誘導目標は5.25％～5.50％

に上昇しました。ＦＲＢは９月のＦＯＭＣで政策金利を据え置いたものの、同時に公表されたＦＯＭＣ参加者

による経済・政策見通し（ＳＥＰ：Summary of Economic Projections）では、経済活動の活発化と原油価格

の上昇が最近のインフレ動向の改善を妨げるかもしれないとの懸念があることから、ＦＲＢ高官の大半は2023

年内の追加利上げを予想しており、2024年以降の利下げ幅についても６月の前回見通しよりも少なくなると

予想しています。米国経済が堅調に推移している兆候や米国財務省による資金調達需要の高まり、格付け会社

による米国国債の格下げ、およびＦＲＢ高官によるインフレ率再上昇に対する懸念などを背景に、期間を通じ

て米国国債利回りには上昇圧力がかかり続けました。８月半ばに実施されたジャクソンホール会議でパウエ

ルＦＲＢ議長は、インフレ率は「依然として高すぎる」ことを認めながらも、ＦＲＢは今後の政策決定を「慎

重に判断する」と表明しました。パウエルＦＲＢ議長は、９月のＦＯＭＣ後の記者会見でも同様の声明を繰り

返し発表しました。 

 

（国内短期金利市況） 

無担保コール翌日物金利は、期間の初めの－0.01％近辺から、日銀によるマイナス金利政策の下でコール市

場でもマイナス圏での取引が続き、－0.03％近辺で期間末を迎えました。 

国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの－0.20％近辺から、日銀による国債買入れの継続など

を受けてマイナス圏での推移が続き、－0.21％近辺で期間末を迎えました。 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、収益性を追求するため、「アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッ

ジド・ユニット）」受益証券を高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を

抑制しました。 

 

（アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット）） 

当期間、質の高い金融セクターの債券や中国の政府系企業の債券などを選好したほか、中国や香港のベータ

（市場への感応度）の高い債券や固有のリスクを抱える債券などへの投資を抑制しました。そのほか、インド

やマカオへの投資比率を相対的に高めとした一方、韓国への投資比率を相対的に抑制しました。 

外貨建資産については、為替変動リスクの低減を図るため、原則として為替ヘッジを行ないました。 

 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

運用の基本方針に従い、国庫短期証券の購入や現先取引、コール・ローンや金銭信託などを通じて、元本の

安全性を重視した運用を行ないました。 

 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率です。 
 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） JPモルガン アジア・クレジット・インデックス（社債、円ベース、円ヘッジ）は当ファンドの参考指数です。 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第126期 第127期 第128期 第129期 第130期 第131期 

2023年４月18日～ 
2023年５月15日 

2023年５月16日～ 
2023年６月15日 

2023年６月16日～ 
2023年７月18日 

2023年７月19日～ 
2023年８月15日 

2023年８月16日～ 
2023年９月15日 

2023年９月16日～ 
2023年10月16日 

当期分配金 30  30  30  30  30  30  

(対基準価額比率) 0.690％ 0.700％ 0.711％ 0.730％ 0.742％ 0.755％ 

 当期の収益 30  30  30  30  30  30  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 1,495  1,538  1,582  1,628  1,674  1,721   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配金 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、「アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット）」受益証券

を原則として高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制する方針です。 

 

（アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット）） 

足もと、中国では不動産セクターに対する規制緩和措置が拡大されており、全国規模の政策対応により正し

い方向への前向きな一歩が踏み出されたことから、当面は市場心理が安定化する可能性があります。しかし、

輸出の縮小や地政学的な緊張、および民間セクターにおける信頼感の低下などを巡る懸念が、経済全般や潜在

的な住宅購入者の心理を圧迫し続ける可能性があることから、政策当局はより積極的な措置を講じると予想

しています。これまでの金融政策引き締めの影響が実体経済を圧迫し始めるとともに、サービス分野の繰延需

要が後退するなか、アジアの経済成長は2023年後半から2024年前半にかけて減速するとみられるものの、中国

を除くアジア地域のマクロ経済情勢と企業の信用状況に関するファンダメンタルズは底堅さを維持するとみ

ています。企業収益の伸びが鈍化し、資金調達コストが徐々に上昇するなか、非金融企業の負債比率やインタ

レスト・カバレッジ・レシオ（借入金などの利息の支払い能力を測るための指標）がやや悪化する可能性があ

るものの、投資適格企業を中心に大半の企業については、格付けを維持するための十分な余裕があるとみてい

ます。アジアの銀行システムは強固さを維持しており、安定した預金基盤や強靭な資本基盤、および引当金計

上前の収益性の好調さなどが、今後の緩やかな信用コストの上昇による影響を相殺する役割を果たすと考え

られます。 

マクロ経済情勢がやや悪化していることに加え、地政学的な緊張やＦＲＢの今後の政策などの先行き不透

明感を考慮すると、アジアの投資適格債のバリュエーション（価値評価）は、過去の水準や先進国市場の信用

スプレッド水準と比べると、引き続きやや割高であるように見受けられます。したがって、当面はより慎重な

姿勢でリスクを配分していく方針です。 

引き続き、主として、日本を除くアジアの社債に投資を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめ

ざして運用を行ないます。 

外貨建資産については、為替変動リスクの低減を図るため、原則として為替ヘッジを行ないます。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主な投資対象は、わが国の国債およ

び格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コール・ローンや金銭信託など

に投資することもあります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○１万口当たりの費用明細 (2023年４月18日～2023年10月16日) 

項 目 
第126期～第131期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 21  0.509  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 3)  (0.082)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (17)  (0.410)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.016)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 2   0.047   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） ( 2)  (0.045)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 23   0.556    

作成期間の平均基準価額は、4,170円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 

 

  



品 名：90002_641871_131_03_アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり）_985303.docx 

日 時：2023/11/24 14:35:00 

ページ：10 

 

－ 10 － 

アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

（参考情報） 

◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した経費率（年率）は1.73％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○売買及び取引の状況 (2023年４月18日～2023年10月16日) 

 

 

銘 柄 
第126期～第131期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット） 520,112 159,427 331,478 101,987  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
第126期～第131期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
マネー・アカウント・マザーファンド － － 372 372 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2023年４月18日～2023年10月16日) 

 

＜アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり）＞ 

区       分 

第126期～第131期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 159 159 100.0 101 101 100.0 

 
 
 

＜マネー・アカウント・マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三井
住友信託銀行株式会社です。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2023年４月18日～2023年10月16日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年４月18日～2023年10月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年10月16日現在) 

 

銘 柄 
第125期末 第131期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット） 8,507,062 8,695,696 2,469,577 98.5 

合 計 8,507,062 8,695,696 2,469,577 98.5 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第125期末 第131期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・アカウント・マザーファンド 2,910 2,538 2,543 
 
（注） 親投資信託の2023年10月16日現在の受益権総口数は、458,520千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年10月16日現在) 

項 目 
第131期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 2,469,577 97.4 

マネー・アカウント・マザーファンド 2,543 0.1 

コール・ローン等、その他 62,296 2.5 

投資信託財産総額 2,534,416 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

  

親投資信託残高 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第126期末 第127期末 第128期末 第129期末 第130期末 第131期末 

2023年５月15日現在 2023年６月15日現在 2023年７月18日現在 2023年８月15日現在 2023年９月15日現在 2023年10月16日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 2,895,876,611   2,826,422,347   2,772,885,468   2,694,409,964   2,596,879,254   2,534,416,873   

 コール・ローン等 76,626,949   66,799,414   62,210,253   67,454,397   64,622,434   62,296,008   

 投資信託受益証券(評価額) 2,816,351,090   2,756,821,085   2,707,873,367   2,624,240,117   2,529,660,483   2,469,577,697   

 マネー・アカウント・マザーファンド(評価額) 2,898,572   2,801,848   2,801,848   2,715,450   2,596,337   2,543,168   

(B) 負債 37,216,661   28,034,345   27,366,351   30,187,853   28,426,073   26,709,383   

 未払収益分配金 19,862,719   19,722,728   19,663,915   19,584,748   19,202,538   19,083,127   

 未払解約金 13,721,278   4,325,087   3,393,151   6,568,304   4,875,793   3,011,847   

 未払信託報酬 2,278,515   2,444,808   2,570,689   2,135,022   2,273,698   2,210,074   

 未払利息 29   135   89   59   46   34   

 その他未払費用 1,354,120   1,541,587   1,738,507   1,899,720   2,073,998   2,404,301   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,858,659,950   2,798,388,002   2,745,519,117   2,664,222,111   2,568,453,181   2,507,707,490   

 元本 6,620,906,429   6,574,242,916   6,554,638,363   6,528,249,437   6,400,846,268   6,361,042,562   

 次期繰越損益金 △3,762,246,479   △3,775,854,914   △3,809,119,246   △3,864,027,326   △3,832,393,087   △3,853,335,072   

(D) 受益権総口数 6,620,906,429口 6,574,242,916口 6,554,638,363口 6,528,249,437口 6,400,846,268口 6,361,042,562口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 4,318円 4,257円 4,189円 4,081円 4,013円 3,942円 
 

（注） 当ファンドの第126期首元本額は6,643,106,648円、第126～131期中追加設定元本額は144,518,277円、第126～131期中一部解約元本額

は426,582,363円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第126期0.4318円、第127期0.4257円、第128期0.4189円、第129期0.4081円、第130期0.4013円、第131期0.3942

円です。 

（注） 2023年10月16日現在、純資産総額は元本額を下回っており、その差額は3,853,335,072円です。 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○損益の状況 

項 目 
第126期 第127期 第128期 第129期 第130期 第131期 

2023年４月18日～ 
2023年５月15日 

2023年５月16日～ 
2023年６月15日 

2023年６月16日～ 
2023年７月18日 

2023年７月19日～ 
2023年８月15日 

2023年８月16日～ 
2023年９月15日 

2023年９月16日～ 
2023年10月16日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 50,835,744   50,923,782   51,390,687   51,667,953   51,209,011   51,615,118   

 受取配当金 50,837,239   50,925,832   51,392,719   51,670,329   51,211,233   51,616,043   

 受取利息 －   －   －   －   9   23   

 支払利息 △        1,495   △        2,050   △        2,032   △        2,376   △        2,231   △          948   

(B) 有価証券売買損益 △   71,112,421   △   68,670,457   △   73,467,239   △  100,016,850   △   73,280,448   △   74,726,146   

 売買益 296,684   360,954   154,789   247,170   615,156   230,263   

 売買損 △   71,409,105   △   69,031,411   △   73,622,028   △  100,264,020   △   73,895,604   △   74,956,409   

(C) 信託報酬等 △    2,462,369   △    2,642,067   △    2,778,112   △    2,307,284   △    2,457,148   △    2,550,144   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   22,739,046   △   20,388,742   △   24,854,664   △   50,656,181   △   24,528,585   △   25,661,172   

(E) 前期繰越損益金 △2,419,095,268   △2,436,505,368   △2,461,212,997   △2,487,832,395   △2,495,169,185   △2,512,076,270   

(F) 追加信託差損益金 △1,300,549,446   △1,299,238,076   △1,303,387,670   △1,305,954,002   △1,293,492,779   △1,296,514,503   

 (配当等相当額) (    186,445,845)  (    187,691,379)  (    189,799,683)  (    191,678,258)  (    192,415,963)  (    195,062,516)  

 (売買損益相当額) (△1,486,995,291)  (△1,486,929,455)  (△1,493,187,353)  (△1,497,632,260)  (△1,485,908,742)  (△1,491,577,019)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △3,742,383,760   △3,756,132,186   △3,789,455,331   △3,844,442,578   △3,813,190,549   △3,834,251,945   

(H) 収益分配金 △   19,862,719   △   19,722,728   △   19,663,915   △   19,584,748   △   19,202,538   △   19,083,127   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △3,762,246,479   △3,775,854,914   △3,809,119,246   △3,864,027,326   △3,832,393,087   △3,853,335,072   

 追加信託差損益金 △1,300,549,446   △1,299,238,076   △1,303,387,670   △1,305,954,002   △1,293,492,779   △1,296,514,503   

 (配当等相当額) (    186,445,845)  (    187,691,379)  (    189,799,683)  (    191,678,258)  (    192,415,963)  (    195,062,516)  

 (売買損益相当額) (△1,486,995,291)  (△1,486,929,455)  (△1,493,187,353)  (△1,497,632,260)  (△1,485,908,742)  (△1,491,577,019)  

 分配準備積立金 803,461,797   823,798,484   847,623,238   871,344,193   879,466,670   900,156,718   

 繰越損益金 △3,265,158,830   △3,300,415,322   △3,353,354,814   △3,429,417,517   △3,418,366,978   △3,456,977,287   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 分配金の計算過程（2023年４月18日～2023年10月16日）は以下の通りです。 

項 目 
2023年４月18日～ 
2023年５月15日 

2023年５月16日～ 
2023年６月15日 

2023年６月16日～ 
2023年７月18日 

2023年７月19日～ 
2023年８月15日 

2023年８月16日～ 
2023年９月15日 

2023年９月16日～ 
2023年10月16日 

a. 配当等収益(経費控除後) 48,373,284円 48,281,602円 48,612,458円 49,360,527円 48,751,748円 49,064,931円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 186,445,845円 187,691,379円 189,799,683円 191,678,258円 192,415,963円 195,062,516円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 774,951,232円 795,239,610円 818,674,695円 841,568,414円 849,917,460円 870,174,914円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,009,770,361円 1,031,212,591円 1,057,086,836円 1,082,607,199円 1,091,085,171円 1,114,302,361円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,525円 1,568円 1,612円 1,658円 1,704円 1,751円 

g. 分配金 19,862,719円 19,722,728円 19,663,915円 19,584,748円 19,202,538円 19,083,127円 

h. 分配金(１万口当たり) 30円 30円 30円 30円 30円 30円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○分配金のお知らせ  

 第126期 第127期 第128期 第129期 第130期 第131期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2023年４月18日から2023年10月16日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 



─　 　─

種類・項目
アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット）

ケイマン籍円建外国投資信託
運用の基本方針
基本方針 利子収入の獲得および信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行ないます。
主な投資対象 日本を除くアジアの国・地域の企業などが発行する社債を主要投資対象とします。
投資方針 ・運用にあたっては、日本を除くアジアの国・地域の企業などが発行する社債を主な投資対象

とし、利子収入の獲得および信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行ないます。
・ファンドの純資産総額の10％までは、オーストラリアの企業などが発行する社債にも投資す
ることができます。

・実質外貨建資産については、為替変動リスクの低減を図るため、原則として為替ヘッジを行
ないます。

主な投資制限 ・取得時において、Ｓ＆Ｐ社またはムーディーズ社の格付がCCC+/Caa1格以下の債券への投
資は、ファンドの純資産総額の10％以下とします。

・ソブリン債の投資比率は、ファンドの純資産総額の10％以下とします。
・株式への投資は行ないません。
・流動性の乏しい証券への投資は、ファンドの純資産総額の15％以下とします。
・外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。
・デリバティブおよび外国為替予約取引の利用は、原則としてヘッジ目的および資産の効率的
な運用に資することを目的とします。

収益分配 原則として、毎月８日（休日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。なお、管理会社の判断に
より収益分配を行なわないことがあります。

ファンドに係る費用
信託報酬など 純資産総額に対して年率0.64％以内

（国内における消費税等相当額はかかりません。）
申込手数料 ありません。
信託財産留保額 ありません。
その他の費用など 事務管理費用、資産の保管費用、有価証券売買時の売買委託手数料、設立に係る費用、法律顧

問費用、監査費用、信託財産に関する租税など。
その他
投資顧問会社 日興アセットマネジメント アジア リミテッド
管理会社 日興ＡＭグローバル・ケイマン・リミテッド
信託期間 2109年12月31日まで
決算日 原則として、毎年２月末日
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